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競技注意事項 

1. 規則について 

 本大会は、2024 年度日本陸上競技連盟競技規則及び本大会申し合わせ事項にて実施する。 

 

2. 大会本部について 

 本大会本部はヤンマーフィールド長居大会役員室前に設置する。 

 

3. 競技者の服装について 

 関西学連に事前に「ユニフォーム写真」として提出したユニフォームを着用すること。 

※タイツは学連に「ユニフォーム写真」として提出していない限り着用は認められない。 

 アスリートビブスは第 1次招集時に配付されたもの（１部校：白布、２部校： 黄色布）を、 

ユニフォームの胸、背部に明瞭につけること。また、腰ナンバーカードは左右の腰に明瞭につけ

ること。 

 競技終了後はゴール地点にて、アスリートビブス及び腰ナンバーカードを回収係に返却すること。 

 

4. 招集方法 

８：３０ 第１次招集・欠場者届受付開始 

（ヤンマーフィールド長居屋内練習場招集所） 

８：５０ 第１次招集完了、欠場者届提出締切      
９：００ 競技場内練習打ち切り 

９：１０ 第２次招集開始 スタート地点 
９：３０ スタート 

１０：１２ 競技打ち切り ※「8．競技打ち切りについて」参照 

１２：００ 競技場閉門 

 第１次招集は、ヤンマーフィールド長居屋内練習場の招集所にて各大学の代表者１名がユニフォ

ーム・シューズの確認（T.R.5 参照 40mm 以内）を受け、コール用紙のレーンナンバーに丸付け

を行うことで完了とする(代理人可)。その際、アスリートビブスと腰ナンバーカードを受けとる

こと。 

＊ 招集に遅れたものは無断欠場と見なし、所属大学の総合得点より 1 点を減点し、出場を認めない。 

 

5. 欠場について 

 事前欠場することが決まった者は、大会前日の 4 月 17 日（水）17:00 までに事前欠場用紙に記入

し関西学連までメールにて提出すること。弊連盟の返信をもって、事前欠場を認めたこととする。 

 当日欠場をする場合、欠場者届を屋内練習場の招集所にて配布するので、その用紙に必要事項を

記入し、大会本部の総務に提出して承認を得ること。その後、総務より欠場者届の下半分を受け

取り、第１次招集完了の 8:50 までに招集所に提出すること。 

 

6. 給水について 

 給水地点は相撲場前と 20㎞関門付近の 2か所とする。なお、スペシャルドリンクは相撲場前 

のみで使用可能とする。※指定された場所以外での給水は認めない。 
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 スペシャルドリンクを使用する者は第１次招集時にその本数を申し出ること(代理人可)。 

スペシャルドリンクは 1人 3本までとする。 

 給水補助の人数は出場人数以下とする。学校受付の際に緑の腕章を必要数受け取り着用すること

で、指定された区画内(別紙参照)での競技中の選手への手渡しを可能とする。雨天の場合も傘の

使用は認めない。※指定された区画内には給水補助の人員以外立ち入らないこと。  

 スペシャルドリンクは受付後も各大学で管理すること。 

 給水地点には氷袋を用意する。 

 給水補助の大学関係者は別紙「スペシャルドリンク係の方へ」を確認すること。 

 

7. 大会関係車両について 

 救護車は緊急時に競技を妨げない範囲でコースを逆走することがある。 

 

8. 競技打ち切りについて 

 競技は 10:12（開始後 42分 00 秒）の時点であと 4周に達していない場合、及び 10:50（開始後 

1 時間 20 分 00 秒）の時点であと 1 周に達していない場合は、マラソンゲート手前の周回表示板

前で打ち切りを行う。 

 

9. ラップタイムについて 

 10km 地点、20km 地点の 2か所にてラップタイムを計測する。 

 

10. 記録について 

 記録の正式発表は関西学連の X（旧 Twitter）にて行う。記録に関する抗議は X（旧 Twitter） 

での発表後 30分以内に申し出ること。 

 

11. その他 

 競技者が競技中に故障、疾病等によって走行困難となり歩行、立ち止まり、横臥等の行動に移っ

た場合、本人がなお競技続行の意思を持っていても、医師あるいはそれに準ずる者もしくは審判

長の判断を仰いだうえで、競技役員が競技中止を命じることがある。その場合は、直ちに競技を

中止しなければ ならない。 

 競技中、競技者でない者がコース外を伴走する等、ルール上助力に当たる行為は認めない。ただ

し、競技役員、医師が状態の確認や安全を確保するために一時的に競技者の身体に触れても助力

とはみなさない。 

 全天候走路保護のため、競技場入場時にはヒール等の底の固い靴の使用は一切禁止し、アップ 

シューズもしくはスニーカーで入場すること。学生審判及び補助員も同様とする。 

 注意事項及び学生競技者としてのマナーを逸脱した行為などが見受けられた場合、その学生が 

所属する大学を失格とし、処罰を与える。 

 地震等で本大会コースが走れない場合は大会を中止する場合がある。 

 その他、不明な点は大会本部まで申し出ること。 

 

 

 関西学生陸上競技連盟 
 


